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報
告
第
１
号

専
決
処
分
し
た
事
件
の
承
認
に

つ
い
て

　

標
茶
町
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
を
制
定
し
た
。

報
告
第
２
号

専
決
処
分
し
た
事
件
の
承
認
に

つ
い
て

　

標
茶
町
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を

制
定
し
た
。

報
告
第
３
号

専
決
処
分
し
た
事
件
の
承
認
に

つ
い
て

　

令
和
６
年
１
月
５
日
発
生

の
自
動
車
事
故
に
つ
い
て
、

傷
害
に
よ
る
損
害
分
と
し
て

６
９
９
万
９
千
９
１
７
円
を
賠

償
す
る
こ
と
を
令
和
７
年
４
月

７
日
付
で
専
決
処
分
し
た
。

　
　
ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
車
が
更

　
　
新
さ
れ
た
。
従
来
は
補
助

装
備
の
モ
ア
に
よ
る
町
道
の
草

刈
り
専
用
機
で
あ
っ
た
。
新
車

両
も
草
刈
り
専
用
に
な
る
の

か
。
そ
う
で
あ
れ
ば
費
用
対
効

果
に
問
題
は
な
い
か
。
ま
た
、

他
の
部
署
の
建
設
系
重
機
も
稼

働
率
は
高
く
な
い
。
こ
れ
ら
を

除
雪
業
者
や
町
内
会
の
環
境
整

備
に
貸
し
出
し
て
歳
出
の
削
減

を
図
っ
て
は
ど
う
か
。

　
ま
た
、
過
去
の
機
械
取
得
で

は
、「
債
務
負
担
の
平
準
化
」

を
理
由
に
複
数
年
の
リ
ー
ス
契

約
を
結
ん
で
い
る
。
今
回
は
一

括
購
入
だ
が
、
そ
の
違
い
は
な

に
か
。

　
　

草
刈
り
機
の
利
用
の
み
な

　
　

ら
ず
除
雪
使
用
も
行
い
効

率
化
を
図
り
民
間
業
者
に
運
転

委
託
・
機
械
貸
し
出
し
等
委
託

す
る
こ
と
を
想
定
し
て
お
り
、

購
入
と
リ
ー
ス
契
約
と
の
コ
ス

ト
比
較
検
討
し
た
結
果
、
コ
ス

ト
削
減
と
な
る
一
括
購
入
と
し

た
。

　
　

農
作
業
が
始
ま
る
時
期
、

　
　
道
路
巡
回
は
ど
の
程
度
行

わ
れ
て
い
る
か
。

　
農
道
が
傷
ん
で
い
る
と
こ
ろ

へ
の
グ
レ
ー
ダ
ー
掛
け
が
行
わ

れ
て
い
る
が
、
早
め
に
行
わ
な

い
と
砂
利
道
は
締
ま
ら
ず
、
走

行
中
の
ア
ク
シ
デ
ン
ト
に
つ
な

が
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
点
に

つ
い
て
配
慮
は
さ
れ
て
い
る

か
。

　

グ
レ
ー
ダ
ー
を
掛
け
た
後
、

道
路
が
樋
の
よ
う
に
な
り
、
雨

が
降
る
と
そ
こ
を
雨
水
が
流
れ

道
路
が
傷
む
が
、
こ
れ
に
対
す

る
対
策
は
考
え
て
い
る
か
。

　
　

巡
回
点
検
を
月
２
回
、
４

　
　

月
か
ら
11
月
ま
で
行
っ
て

い
る
。
路
面
整
正
事
業
は
基
本

年
３
回
実
施
し
て
い
る
。

　

実
施
時
期
は
農
繁
期
を
考
慮

し
、
路
面
が
落
ち
着
く
お
お
よ

そ
10
日
か
ら
14
日
前
に
実
施
し

て
い
る
。

　

路
面
状
態
に
つ
い
て
は
状
況

を
見
て
砂
利
を
補
充
し
て
い
る

が
、
巡
回
を
通
し
て
対
応
し
て

い
き
た
い
。

総括質疑・臨時会

問

答

問

答

総　

括　

質　

疑

総　

括　

質　

疑

予
算
審
査
特
別
委
員
会

類
瀨　

光
信
議
員

町
有
車
両
を
民
間
と
シ
ェ

ア
し
て
は
ど
う
か

多
面
的
に
効
率
化
を
図
り

稼
働
率
を
上
げ
経
費
削
減

に
努
め
る

巡
回
点
検
を
し
な
が
ら
時

期
を
決
め
て
い
る

渡
邊　

定
之
議
員

農
作
業
が
始
ま
る
時
期
の

グ
レ
ー
ダ
ー
掛
け
を
早
め

に

第
２
回
臨
時
会

第
２
回
臨
時
会

第
２
回
臨
時
会

（5月16日）（5月16日）（5月16日）

小型ロータリー小型ロータリー

グレーダー グレーダー 
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委
員
会
所
見

　

議
会
広
報
の
ペ
ー
ジ
数
は
、

平
均
し
て
17　

５
ペ
ー
ジ
と
従

来
と
比
べ
て
増
え
て
い
る
。
こ

れ
は
質
問
す
る
議
員
、
質
問
件

数
が
格
段
に
増
え
て
い
る
こ
と

が
主
な
要
因
で
あ
る
。
こ
れ
だ

け
を
も
っ
て
単
純
に
は
言
え
な

い
が
、
議
会
で
の
議
論
が
活
発

に
な
っ
て
き
て
い
る
一
因
と
考

え
る
。

　

議
事
公
開
の
原
則
に
基
づ

き
、
議
会
が
そ
の
運
営
や
活
動

の
実
態
を
わ
か
り
や
す
く
住
民

に
知
ら
せ
て
い
く
と
い
う
義
務

の
一
端
を
果
た
す
よ
う
努
力
し

た
。

　

編
集
で
は
、
レ
イ
ア
ウ
ト
や

見
出
し
、
写
真
な
ど
で
工
夫
し

見
や
す
い
紙
面
づ
く
り
や
、
用

語
の
使
い
方
、
住
民
目
線
で
の

広
報
づ
く
り
を
心
が
け
た
。
特

に
、
一
般
質
問
の
見
出
し
を
従

来
の
横
書
き
か
ら
縦
書
き
に
し

た
り
、
質
問
の
リ
ー
ド
文
だ
け

で
な
く
各
答
弁
に
も
リ
ー
ド
文

を
つ
け
て
読
み
や
す
く
、
わ
か

り
や
す
い
内
容
に
し
、
見
出
し

と
リ
ー
ド
を
読
む
だ
け
で
記
事

の
概
要
を
つ
か
む
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
し
た
。

　

一
般
質
問
の
見
出
し
に
は
、

「
つ
い
て
」「
問
う
」「
伺
う
」は
、

あ
い
ま
い
な
表
現
で
あ
る
た
め

使
わ
な
い
よ
う
に
し
、
何
を
ど

う
す
る
べ
き
な
の
か
、
ど
う
し

た
い
の
か
が
は
っ
き
り
わ
か
る

よ
う
な
見
出
し
を
使
う
よ
う
に

心
が
け
た
。

　

専
門
的
な
用
語
、
議
会
用
語

に
つ
い
て
は
、
で
き
る
だ
け
注

釈
を
入
れ
、
内
容
を
説
明
す
る

よ
う
に
し
た
。

選
任
第
１
号

常
任
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ

い
て

　

後
期
の
常
任
委
員
会
委
員
を

次
の
通
り
選
任
し
た
。

◎
委
員
長　
　

○
副
委
員
長

総
務
経
済
委
員
会

◎
齊
藤
昇
一　

○
深
見　

迪　

　

本
多
耕
平　
　

松
下
哲
也　

　

渡
邉
定
之　
　

菊
地
誠
道

厚
生
文
教
委
員
会

◎
櫻
井
一
隆　

○
鴻
池
智
子　

　

鈴
木
裕
美　
　

黒
沼
俊
幸　

　

長
尾
式
宮　
　

類
瀨
光
信

広
報
委
員
会

◎
松
下
哲
也　

○
長
尾
式
宮　

　

本
多
耕
平　
　

鴻
池
智
子　

　

齊
藤
昇
一　
　

黒
沼
俊
幸

選
任
第
２
号

議
会
運
営
委
員
会
委
員
の
選
任

に
つ
い
て

　

後
期
の
議
会
運
営
委
員
会
委

員
を
次
の
通
り
選
任
し
た
。　

◎
本
多
耕
平　

○
深
見　

迪　

　

櫻
井
一
隆　
　

鈴
木
裕
美　

　

齊
藤
昇
一　
　

松
下
哲
也　

　

類
瀨
光
信

臨時会・広報委員会報告

議　

案

議　

案

議　

案

選　

任

選　

任

選　

任

議
案
第
35
号

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

財
産
の
種
類

　

ロ
ス
ト
ル
20
個　

Ｉ
Ｔ
Ｖ
カ

メ
ラ
４
台　

接
触
ろ
布
１
４
２

本　

ダ
イ
ヤ
フ
ラ
ム
バ
ル
ブ
11

個　

混
練
機
１
基

取
得
の
目
的

　

標
茶
町
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

定
期
点
検
整
備
業
務
（
後
期
）

に
て
使
用
す
る
た
め

取
得
金
額　

４
１
６
９
万
円

取
得
の
相
手
方　

　

Ｊ
Ｆ
Ｅ
環
境
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

株
式
会
社

議
案
第
36
号

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

財
産
の
種
類

　

油
圧
シ
ョ
ベ
ル
１
台（
中
古
）

取
得
の
目
的

　

最
終
処
分
地
で
埋
め
立
て
に

使
用
す
る
た
め

取
得
金
額

　

１
２
３
１
万
９
千
１
１
６
円

取
得
の
相
手
方

　

コ
マ
ツ
道
東
株
式
会
社

議
案
第
37
号

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

財
産
の
種
類

　

小
型
ロ
ー
タ
リ
ー
（
１　

３

ｍ
級
）
１
台

取
得
の
目
的

　

道
路
草
刈
り
作
業
に
使
用
す

る
た
め

取
得
金
額

　

３
９
６
０
万
８
千
８
４
０
円

取
得
の
相
手
方

　

北
海
道
川
崎
建
機
株
式
会
社

広
報
委
員
会
調
査
報
告

標茶町クリーンセンター標茶町クリーンセンター
.

.
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賛否一覧

◆ ◆ ◆ ◆  令和７年  第２回定例会賛否一覧 ◆ ◆ ◆ ◆

※これ以外の議案等は全員一致です。

議案第４４号
標茶町国民健康保険税条例の一部を
改正する条例の制定について

議案第４５号
標茶町事務分掌条例の一部を改正す
る条例の制定について

意見書案第４号
戦後 80 周年にあたり歴史の教訓に
向き合い、平和な世界に向けた立場
を表明する談話を発することを求め
る意見書

意見書案第６号
米の安定供給や食料支援の緊急対策
を求める意見書

意見書案第５号
将来にわたり安全安心な医療・介護
制度の提供を求める意見書

意見書案第７号
すべての子どもにゆたかな学びを保
障する高校教育を求める意見書

意見書案第９号
令和７年度北海道最低賃金改正等に
関する意見書

意見書案第８号
義務教育費国庫負担制度堅持・負担
率１／２への復元など教育予算拡充
とゆたかな学びを求める意見書

議　員　名

議案等の内容

結　
　
　

果

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

○ 賛成　× 反対　退 退席　欠 欠席　（議長は、可否同数以外の採決には加わりません。）

× ○ ◯ × ◯ ◯ ○ ◯ ◯ × ◯

○ ○ ◯ ○ ◯ ◯ × ◯ ◯ ○ ×

◯ ○ ◯ ○ × × ◯ × × ◯ ◯

◯ ○ × ○ × × ◯ × × ◯ ◯

◯ ○ × ○ ◯ × ◯ × × ◯ ◯

◯ ○ × ○ ◯ × ◯ × × ◯ ◯

◯ ○ ◯ ○ ◯ × ◯ × × ◯ ◯

◯ ○ × ○ ◯ × ◯ × × ◯ ◯

菊
地　

誠
道

類
瀨　

光
信

渡
邊　

定
之

松
下　

哲
也

長
尾　

式
宮

黒
沼　

俊
幸

齊
藤　

昇
一

鴻
池　

智
子

鈴
木　

裕
美

本
多　

耕
平

櫻
井　

一
隆

深
見　
　

迪

原案可決

原案可決

原案可決
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次
の
７
件
の
意
見
書
案
が
提

出
さ
れ
、
い
ず
れ
も
賛
成
多
数

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
意
見
書

は
議
長
名
で
国
、
道
の
関
係
機

関
へ
送
ら
れ
ま
し
た
。

《
意
見
書
案
第
３
号
》

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
北
海
道
の
実
現

に
資
す
る
森
林
・
林
業
・
木
材

産
業
施
策
の
充
実
・
強
化
を
求

め
る
意
見
書

　

新
た
に
策
定
さ
れ
た
「
国
土

強
靭
化
実
施
中
期
計
画
」
に
基

づ
き
、伐
採
後
の
着
実
な
植
林
、

適
切
な
間
伐
、路
網
の
整
備
や
、

防
災
・
減
災
対
策
の
推
進
に
必

要
な
十
分
な
予
算
の
確
保
と
森

林
資
源
の
循
環
利
用
を
推
進
す

る
た
め
森
林
被
害
対
策
Ｉ
Ｃ
Ｔ

等
の
活
用
に
よ
る
ス
マ
ー
ト
林

業
の
推
進
、
加
工
・
流
通
体
制

の
強
化
、
道
産
木
材
の
需
要
拡

大
、
担
い
手
育
成
・
確
保
な
ど

に
必
要
な
支
援
を
充
実
・
強
化

を
求
め
る
。

《
意
見
書
案
第
４
号
》

戦
後
80
周
年
に
当
た
り
歴
史
の

教
訓
に
向
き
合
い
、
平
和
な
世

界
に
向
け
た
立
場
を
表
明
す
る

談
話
を
発
す
る
こ
と
を
求
め
る

意
見
書

　

戦
後
80
周
年
の
節
目
と
な
る

今
年
、
政
府
に
お
い
て
は
戦
争

の
歴
史
の
教
訓
に
真
摯
に
向
き

合
い
、
再
び
戦
争
の
惨
禍
が
起

こ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
包

摂
と
対
話
に
よ
る
平
和
な
世
界

へ
貢
献
す
る
意
思
を
表
明
す
る

こ
と
を
求
め
る
。

《
意
見
書
案
第
５
号
》

将
来
に
わ
た
り
安
全
安
心
な
医

療
・
介
護
制
度
の
提
供
を
求
め

る
意
見
書

国
に
お
い
て
医
療
機
関
等
の
経

営
悪
化
へ
歯
止
め
を
か
け
る
よ

う
、
診
療
報
酬
の
在
り
方
も
含

め
引
き
続
き
戦
略
的
か
つ
継
続

的
に
対
処
す
る
こ
と
を
求
め

る
。

《
意
見
書
案
第
６
号
》

米
の
安
定
供
給
や
食
料
支
援
の

緊
急
対
策
を
求
め
る
意
見
書

　

政
府
に
お
い
て
備
蓄
米
の
活

用
を
含
め
て
米
の
供
給
と
価
格

の
安
定
に
責
任
を
も
つ
こ
と
を

明
確
に
す
る
と
と
も
に
、
農
家

が
安
心
し
て
増
産
に
励
め
る
条

件
整
備
の
対
応
を
求
め
る
。

《
意
見
書
案
第
７
号
》

す
べ
て
の
子
ど
も
に
ゆ
た
か
な

学
び
を
保
障
す
る
高
校
教
育
を

求
め
る
意
見
書

　

道
内
公
立
高
校
の
学
級
定
員

を
30
人
以
下
に
引
き
下
げ
少
人

数
で
も
運
営
で
き
る
学
校
形
態

を
確
立
し
地
域
の
高
校
を
存
続

さ
せ
、
教
育
の
機
会
均
等
、
後

期
中
等
教
育
を
保
障
す
る
た
め

検
討
を
求
め
る
。

《
意
見
書
案
第
８
号
》

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
堅

持
・
負
担
率
１
／
２
へ
の
復
元

な
ど
教
育
予
算
拡
充
と
ゆ
た
か

な
学
び
を
求
め
る
意
見
書

　

義
務
教
育
費
の
無
償
、
義
務

教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅

持
、
当
面
負
担
率
２
分
の
１
へ

の
復
元
等
実
効
性
の
あ
る
教
育

予
算
の
確
保
、
拡
充
を
図
る
こ

と
を
求
め
る
。

《
意
見
書
案
第
９
号
》

令
和
７
年
度
北
海
道
最
低
賃
金

改
正
等
に
関
す
る
意
見
書

　

設
定
す
る
最
低
賃
金
は
、
道

内
高
卒
初
任
給
時
間
換
算
額

「
時
間
額
１
１
２
６
円
」
を
下

回
ら
な
い
水
準
と
し
、
公
正
取

引
を
促
す
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
構
築
宣
言
」
の
宣
言
企
業
拡

大
を
進
め
、
小
規
模
事
業
者
に

対
す
る
財
政
支
援
の
充
実
を
図

る
こ
と
を
求
め
る
。

請
願
第
１
号

旧
新
栄
児
童
館
跡
地
の
無
償
貸

与
に
関
す
る
請
願
書

　

障
害
を
持
つ
町
民
の
生
活
の

た
め
に
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
及
び

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
建

て
た
い
。
そ
の
た
め
に
、
旧
新

栄
児
童
館
跡
地
を
特
定
非
営
利

活
動
法
人
み
な
み
な
プ
レ
イ
ス

に
対
し
恒
久
的
に
無
償
貸
与
願

い
た
い
と
い
う
も
の
で
す
。
総

務
経
済
委
員
会
に
審
査
付
託

し
、
審
査
の
結
果
採
択
す
べ
き

と
の
報
告
が
あ
り
、
本
会
議
で

も
請
願
が
妥
当
と
し
て
採
択
さ

れ
ま
し
た
。

意見書

旧新栄児童館跡地 旧新栄児童館跡地 
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五
月
一
日

五
月
十
四
日

五
月
十
六
日

五
月
十
六
日

五
月
二
十
三
日

五
月
二
十
六
日

　

〜
二
十
八
日

五
月
三
十
日

六
月
三
日

　
　
　

〜
四
日

六
月
三
日

六
月
三
日

六
月
三
日

六
月
四
日

六
月
四
日

六
月
十
日

六
月
十
七
日

六
月
二
十
四
日

六
月
二
十
七
日

七
月
四
日

七
月
七
日

　
　
　

〜
九
日

釧
路
北
部
消
防
事
務
組
合
議
会
第
１
回
臨
時
会

議
会
運
営
委
員
会

第
２
回
臨
時
会

全
員
協
議
会

釧
路
町
村
議
会
議
長
会
５
月
定
例
会

町
村
議
会
議
長
・
副
議
会
研
修
会

議
会
運
営
委
員
会

第
２
回
定
例
会

総
務
経
済
委
員
会
請
願
審
査

厚
生
文
教
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

広
報
委
員
会

全
員
協
議
会

北
海
道
町
村
議
会
議
長
会
定
期
総
会

釧
路
北
部
消
防
事
務
組
合
議
会
第
２
回
臨
時
会

広
報
委
員
会

標
茶
町
財
政
健
全
化
調
査
特
別
委
員
会

広
報
委
員
会

全
道
議
員
研
修
会

　

後
期
の
広
報
委
員
会
と
し
て
１
回
目
の
編

集
に
よ
る
議
会
だ
よ
り
第
１
４
１
号
を
発
行

致
し
ま
し
た
。委
員
そ
れ
ぞ
れ
の
能
力
を
遺

憾
な
く
発
揮
し
て
作
り
上
げ
た
議
会
だ
よ

り
で
す
。是
非
、多
く
の
町
民
の
皆
様
方
に

目
を
通
し
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

第
２
回
定
例
会
で
は
６
名
の
議
員
が
一
般

質
問
に
立
ち
10
件
の
案
件
に
つ
い
て
活
発
な

議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
役
場
の
機
構
改
革
に
伴
い
、標
茶
町

事
務
分
掌
条
例
等
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。そ

れ
に
よ
り
税
務
課・管
理
課・住
民
課
が
統
合

し
町
民
課
に
な
り
、水
道
課
・
建
設
課
が
建

設
水
道
課
に
、ま
た
行
財
政
改
革
推
進
室
が

新
た
に
設
け
ら
れ
ま
し
た
。そ
し
て
教
育
委

員
会
が
36
年
ぶ
り
に
役
場
庁
舎
に
戻
っ
て
き

ま
し
た
。庁
舎
内
、多
少
変
わ
り
ま
し
た
が

来
庁
さ
れ
て
も
不
安
を
感
じ
な
い
よ
う
案
内

所
も
設
け
て
い
ま
す
の
で
安
心
し
て
頂
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

　

８
月
中
旬
に
は
全
道
の
広
報
委
員
の
研
修

会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。そ
れ
に
参
加
を
し
て

し
っ
か
り
と
勉
強
し
て
見
て
読
ん
で
頂
け
る

議
会
だ
よ
り
の
作
成
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま

す
。ま
た
感
想
等
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
暑
さ
厳
し
く
な
る
季
節
に
な

り
ま
す
。お
身
体
ご
自
愛
の
ほ
ど
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
文
責　

松
下　

哲
也
）

イオンモール釧路昭和店で 第11回 しべちゃフェア 開催! イオンモール釧路昭和店で 第11回 しべちゃフェア 開催! イオンモール釧路昭和店で 第11回 しべちゃフェア 開催! 


